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膜分離活性汚泥法の特徴
� 必要な施設面積が小さい

　広く採用されているオキシデーションディッチ法

（OD法）における最終沈殿池、汚泥濃縮施設、消

毒施設は不要であるため、OD法と比較して施設の

所要面積を非常に小さくすることができる。

� 高度な処理水質を得ることができる

　窒素除去が可能であり、凝集剤添加によりリン除

去にも対応できる。また、浮遊物質はほぼ１００％除去

可能であるとともに、大腸菌も除去できる。

� 維持管理が容易である

　維持管理が容易で、安定した運転ができる。

事業の成果
①下水道事業としてわが国初の「膜分離活性汚泥法」

の採用で、処理水質や敷地面積の制約条件をクリア

できた。

②日本下水道事業団では、膜分離活性汚泥法につい

て下水道事業を対象とした実用化への技術開発を行

ってきており、当施設はそれを適用した初めての成

果である。

おわりに
　福崎浄化センターの供用開始により今後、①放流

水域に厳しい水質規制がある場合や処理水の再利用

を促進する場合、②処理場用地に制約のある場合、

③既存施設における高度処理化等の施設改良の場合、

等に広く膜分離活性汚泥法が導入され、下水道の普

及促進や機能高度化が促進されることが期待される。

事業の概要
　福崎町は兵庫県の中央南部に位置しており、古く

から交通の要衝として栄えてきた。周囲を緑の山に

囲まれ中央部を二級河川市川が流れるなど、豊かで

調和のとれた自然環境を有する町である。近年、工

業団地などの開発がなされ人口の増加とともに生活

様式の高度化による汚濁負荷量の増大により、市川

の水質汚濁が進行し、喫緊の課題となっていた。

　このような状況を背景に、福崎町は平成６年度に

公共下水道事業に着手し、平成１５年度より浄化セン

ターの建設工事を開始、平成１７年３月に水処理施設

（第１期）の完成を迎えた。

　水処理法の選定に際しては、①瀬戸内法（瀬戸内

海環境保全特別措置法）の総量規制による窒素、燐

の規制に対応する必要があること、②地元からせせ

らぎ水路等の付加価値を持った施設を要望されてい

たこと、等を勘案し「凝集剤併用型膜分離活性汚泥

法」を採用した。

事業全体計画
�事業期間：平成１４年度～平成２５年度

�計画面積：４８８ha

�計画人口：２５,０００人

�処理能力：１２,６００�/日

福崎浄化センターの概要
�管 理 棟：RC造 地上１階建 延床面積７２５.５５�

�水処理棟：RC造　地上１階、地下１階

　　　　　　延床面積１,０７５.４�（第１期計画）

　　　　　　流量調整タンク　２池、好気タンク

　　　　　　２池、無酸素タンク　２池

�処理能力：２,１００�/日

�事 業 費：１,６５０百万円

膜分離活性汚泥法における反応タンク

全建賞 都市部門

図－１　福崎浄化センター水処理フロー
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